
野球場の形状の違いがチームの成績に及ぼす影響の統計分析
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� はじめに

私はプロ野球が好きで、毎年よくナイター中継を観た
り、球場に足を運んで観戦をしたりしている。その中で、
狭い球場の最前列に入るホームランを見ると、「あの打
球、ナゴヤドームだったら絶対入らないのになぁ」と感
じてしまう。単純に考えれば、球場が広ければホームラ
ンが出にくいので点が入りにくくなると思うが、果たし
て本当にそうだろうか。また、それ以外にも得失点に結
びつくような要因となる球場の形状の違いがあるだろう
か、そしてその要因がどのくらい影響を及ぼしているの
かが気になり、今回の研究テーマを決定した。

��� 過去の研究

本研究は、方法論として伊藤 ���を参照した。

� データについて

今回用いたデータの種類は主に �種類で、�つはプロ野
球の ��球団のホーム球場毎の防御率。もう �つはそれら
の球場の大きさを示すデータである。防御率は、日本野
球機構オフィシャルサイト ���から ���	
����年度に開催
されたプロ野球の公式戦の、各試合日のイニング、自責
点のデータを集め、それらから防御率を算出した。また、
ホーム球場で試合を行うチームは、その球場で他のチー
ムより �倍多く試合を行うこととなり、そのチーム自体
の強さが大きく影響してしまう恐れがあるので、「（ホー
ムチームの防御率× ��）＋（ビジターチームの防御率
× ��）＝（ホームチームの本拠地球場の防御率）」とし
て扱うこととする。
また、交流戦時は、、「（ホームチームの防御率× �	）＋
（ビジターチームの防御率× �	）＝（ホームチームの本
拠地球場の防御率）」として扱った。球場の大きさのデー
タは、野球場の大きさ ��� というサイト等で調べた。

� 解析の流れ

��� 要因候補の決定

�� 防御率に影響を及ぼしそうな要因を挙げる。

�� それらについて、増減法と減増法で修正決定係数の
値が大きい方法を用いて要因候補を絞る。

�� 絞った要因候補を � �� にかけ、値が ��以上の要因
があったならその要因を除き ��に戻り、値が ��以
上の要因がなかったら、それらを要因と決定する。

�� それらの要因を用いて重回帰分析を行い、各要因の
意味づけを行う。ここまでの工程を下記 �パターン
ですべて行う。

� ���	年度の交流戦を除いた月別の防御率を用い
た場合

� ���	年度の交流戦を除いた年間防御率を用いた
場合

� ����年度の交流戦を除いた月別の防御率を用い
た場合

� ����年度の交流戦を除いた年間防御率を用いた
場合

� 交流戦と交流戦以外の試合の防御率を用いた
場合

�� 全 �パターンの結果より総合的に判断し、球場防御
率の算出の際に使用する要因を決定する。
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��� 球場防御率の算出

�� 要因とは関係の無い「球場名」、「開催年度」を用い
て分散分析を行い、各球場ごとの防御率の予測値を
算出する。

�� 要因を用いて分散分析を行い、各要因に関する防御
率予測値を算出する。

�� ��、��の分析から求められる防御率予測値を、実際
の選手にあてはめて比較する。

�� 球場防御率を決定する。

� 重回帰分析

��� 要因候補

今回この研究を行うにあたって、防御率に影響を及ぼ
すであろう要因候補を挙げておく。
「両翼の深さ」、「中堅の深さ」、「フェンスの高さ」、「ドー
ム球場か屋外球場か」、「左右中間の深さ」、「地面の素
材」、「セ・リーグの球場かパ・リーグの球場か」、「グラ
ウンド面積」の計 �個。
また、月別での解析時のみ、「○月に開催された試合」と
いう要因を加えた。

��� 交流戦との比較

ここでは、�年分（���	年と ����年）の交流戦との比
較をするにあたり、交流戦の試合数と各リーグ戦の半期
分の試合数がだいたい同じなので、これらを比較してい
く。また、交流戦とそれ以外の試合には違いがあるのか
ということも調べたかったので、新たに「交流戦である
かそうでないか」という要因候補を加えた。またこの中
では、�～	月を前半戦、�～��月を後半戦として解析を
している。そして、重回帰分析を行い、その結果は表 �

のようになった。ここで、各要因の意味づけを行う。

����� フェンスが高いほど防御率が良くなる

フェンスが高いと、低い弾道の打球がホームランにな
りにくいため、ホームラン数が減り、それによって防御



表 � 交流戦重回帰分析の分析結果

変数 回帰係数 標準誤差 �値
定数項 ���	�� ���	� �����

フェンス －����� ����� �����

左右中間 －����� ����� �����

地面 ����� ����� �����

�������� � � �

率が良くなると考えられる。

����� 地面が人工芝だと防御率が悪くなる

速いゴロの打球が転がってきたとき打球の勢いが落ち
ないため、野手の間を抜けてしまい、進塁を許してしま
うため防御率が悪くなると考えられる。
また、地面が黒土の場合イレギュラーが発生しやすく、自
責点増加につながると考えられるが、そういった事態は
稀なので、影響はほとんどないと考える。

����� 左右中間が深いほど防御率が良くなる

左右中間が深いということは、その分ホームラン数の
減少につながり、防御率が良くなることが考えられる。

��� 要因の決定

交流戦以外の �パターンも含め、全ての場合の重回帰
分析を行い、それらの分析結果より、防御率に影響をおよ
ぼすであろう球場の形状に関する要因は「地面の素材」、
「左右中間の深さ」、「フェンスの高さ」の �つに決定した。

� 各球場の防御率予測

球場をカテゴリーにしたデータに関する分散分析と、上
記の �つの要因に関する重回帰分析により導かれる防御
率の予測値とを比較して、この �つの要因でどれくらい
正確に防御率が予測できるのかを解析する。この分散分
析から算出される球場防御率予測値、またそれらの予測
値の平均からのずれは表 �のようになる。
また、「地面の違い」、「フェンスの高さ」、「左右中間の
深さ」の �つの要因に関する重回帰分析の結果は、表 �

のようになった。また、開催年度による誤差がある可能
性があるのでそれも考慮した。表 �より、�つの要因から
算出される防御率予測値はこのような計算式から求めら
れる。

� 内野地面が黒土で、外野地面が天然芝の球場の場合

�防御率予測値 �＝������－����	－�����×�フェンスの高
さ � －�����×�左右中間の深さ �－�����×�開催年度 �

� 内野地面、外野地面がともに人工芝の球場の場合

�防御率予測値 �＝������－�����×�フェンスの高さ � －
�����×�左右中間の深さ � －�����×�開催年度 �

� ホーム＆ビジター球場補正値

実際の投手の防御率と、�つの解析からそれぞれ算出し
た防御率の予測値と比較すると、ホーム球場の場合、実
際の防御率の方が優れていた投手がほとんどであるとい

表 � 球場をカテゴリーにしたデータから算出される球場
防御率予測値

球場名 予測値 予測値平均からのずれ
東京ドーム ����� �����

横浜スタジアム ����� �����

広島市民球場 ����� �����

ナゴヤドーム ����� �����

明治神宮野球場 ����� �����

阪神甲子園球場 ����� －�����

西武ドーム ����� �����

札幌ドーム ����	 －�����

京セラドーム ����� －����	

千葉マリン ���	� ����	

Ｋスタ宮城 ����� �����

ヤフードーム ����	 －���	�

予測値平均 ����� �

表 � �つの要因に関する重回帰

要因 推定値 標準誤差 �値
定数項 ������ ������� �����

黒土天然 －����	 ����� �����

フェンス －����� ����� �����

左右中間 －����� ����� �����

開催年度 －����� ���	� �����

うことがわかった。よって、「－������」をホーム球場補
正値として定めた。また、ホーム球場補正値を入れるこ
とで、その分その選手の年間防御率が良くなってしまう
ので、ビジター球場で登板した際の防御率予測値には、「
－������」を �で割った値の絶対値である「������」をプ
ラスし、これをビジター球場補正値として定めた。

� おわりに

今回、わずか �つの形状の違いである程度の防御率の
予測ができることがわかった。よくテレビでは、投手の
「対チーム」の防御率を提示して、この投手はこのチーム
には得意であるとか苦手であると定義しているが、球場
防御率を使えば、より「得意チーム」、「苦手チーム」の
定義の精度があがるのではと感じた。
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